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duration discrimination pitch discrimination 
H 3 (high 13 $)→ Go 
H 1 (high 11 s) 
し3(low/3s) → Go 















































































独立成分分析 (ICA)は、次式で表現でき、 x(t)から s(t)を導出しようとするもの
であるO
x(t) = As(t) 




r ICA + K-means clusteringJは正確なスパイクソーティングができる反面、計算
時間が非常に長く、オフラインでしか解析できないという欠点がある。我々はリアル









































































































































































アセンブリの形成を BMIを使って観察することを行っている O この試みは、「岩波、
科学、 2001年6月号Jに掲載された、神経内科のリハピ、リを担当している医師の論文
からヒントを得たものである。以下に記述の抜粋を載せる。
脳が損傷した後では、幼児の脳機能の方が高齢者の脳機能よりも回復
しやすいと考えられてきた。この思い込みは、医学者の聞にも」般の社会
常識としても、かなり普遍的に指示されているようであるが、我々の最近
の臨床知見は、必ずしもその考え方を支持してはいない。病期を過ぎた幼
児の身体は、余程のことが無ければ体力をつけつつ成長する。彼らの脳機
能は、その回復過程を足場にして発達するが、高齢者の場合にはしばしば
体力の回復が遅れる。それゆえに、例えば脳機能は手足の動きを制御でき
るまでに回復しているのに、筋力が回復していないとか、高次機能は論理
的な会話を可能にしているのに、構音障害や、蔓延している肺炎で呼吸が
続かないなどということがおこるのである。
この部分について、 BMIを使えばうまく探っていくことができるのではなし1かと考え
ている O
7.7 BMIが明らかにし得ることのまとめ
1.セル・アセンブリが表現する情報は実体があり、大きな可塑性を持つということ O
2.高齢脳の神経回路も変化し学習する力を持つということ。
→これが示せれば、とても勇気づけられる。
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3.身体が変われば脳の神経回路も変わるということ。
→これが示せれば、運動とリハビリテーションの意義に、神経科学的な根拠を
与えることができる。
8 おわりに
脳の情報表現の解明を目指して、「脳は機能的にも構造的にもダイナミックに変化
するJということを、様々な手法を使って明らかにしたいと考えている。これは、心
理学における「心は柔軟に変わり得るJということを、サイエンティフィックに示し
たいという目的意識から生まれたものである。文系の学問では、小説や哲学など様々
な方法でこれを示してきているO それを理系の神経科学でどこまで示せるのか、とい
うことを我々は追究していきたいと考えている。
~の情報表現の解吋
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脳は機能的にも構造的にもダイナミックに変化する
③峨軟!変わり得る⑨
?????
